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2Ja-6　　　　　 乳幼児の着衣調査
○光松佐和子＊　 近藤トシエ* ＊　堀てる代＊̈ 　 旗美代子＊＊　佐野恂子
（＊ 市邨学園短大、¨ 名古屋女子文化短大、＊＊＊ 岐阜聖徳学園大短大）

目的　衣生活の多様化にともない、子供服も多種多様である。心身共に成長の著しい子供
にとって、衣服は身体的、生理的に重要な役割を担うものである。特に乳幼児の衣
服に関しては、衣服の選択がその母親を中心とする大人の手に委ねられていること
が多いため、どのような衣服を着用しているか個人差が大きいと思われる。そこで
本調査では、乳幼児の着用服種、服種組み合わせ、着衣枚数、衣服重量および衣服
気候について調べ、着衣実態を把握し、検討を行った。

方法　1998 年11 月、愛知県Ｋ町のＣ保育園において０歳から6 歳までの男女園児102 名に
ついて着衣調査を行った。調査項目は年齢、身長、体重、母親の年齢などの基本属
性および着用服種、服種組み合わせ、着衣枚数、衣服重量、荷重分布、衣服気候で
ある。衣服重量は大場式手秤（200g 、500g、1kg ）を使用し、衣服気候はVAISARA
社製温湿度センサーを使用して測定した。

結果・服種および服種組み合わせについては上衣、下衣とも男児より女児のほうが多数出
現した。

・衣服重量については男児、女児とも700g/iii^ 以上1200g/m 2 未満の範囲内で着用し
ている場合が多かった。

・荷重分布については男児が狭い範囲であるのに対し、女児は幅広い範囲で着用して
いた。

2Ja-7　　　　　婦 人用 肌着 の着 用感 にお よぼ す被服圧 お よび接触 面積 の影 響

○山藤利 加＊　牧祐 木子＊＊　山田智 子＊＊　伊藤 紀子＊＊

（＊鳥取 大 ・院　 ＊＊鳥 取大 ）

【目的】　肌着は直接肌に触れるため、保健衛生上の機能の要求が大きい。また、肌着

の微力な物理的刺激に対しても肌は敏感であり、着用感を左右する。本研究では、最近若

年層まで広く着用されている婦人用肌着について、圧迫感を中心とした物理的刺激の量と

面積の観点から着用感にに関する要因を検討した。

【方法】　ゆとり量、伸長性、人体との接触面積の異なる市販のＭサイズの婦人用肌着を

使用し、9AR サイズの成人女子10 名の被験者に着用させ、上胸部、背部、肩部、側腹部、

上腕部、前腕部の被服圧及び肌着と人体の接触面積を測定した。また、肌着の圧迫感を中

心とした着用感を調査した。
【結果】　着用感において、肌触り感と総合評価が危険率0.1% で高い相関を示し、肌触

り感が着用感を大きく左右していることがわかった。また、着用感 の総合評価と上胸部、

側腹部、前腕部の被服圧が危険率0.1% で高い相関を示すことから、これらの部位が圧迫

されたとき着心地を悪く感じることがわかった。接触面積と総合評価の間にはほとんど相

関は認められなかったが、各部位の被服圧と接触面積から求めた肌着の総計被服圧と着用

感に相関が認められた。圧迫を感じる被服圧レベルは、おおよそ上胸部l.Ogf/cm ２、肩部

2.0gf/cm ２ヽ 側腹部2.0gf/cm 2、上腕部l.Ogf/cm 2、前腕部1.5gf/cm ２であり、パンティース

トッキングやタイツなどに比べ、はるかに低い被服圧でも不快を感じることが明らかとな

った。
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